
9/1

2017

特 集 まちづくりを振り返る ２
歴史が育んだ「遺産」でおもてなし 8
寄付型クラウドファンディング 16
表紙説明　かけがえのない遺産「ＳＬ」13

September

No.286



2市報やまぐち　2017 年（平成 29年）9月 1日号3 市報やまぐち　2017 年（平成 29年）9月 1日号

山
口
市
総
合
計
画
の
取
り
組
み
状
況

人口　19 万 7,422 人（平成 27 年国勢調査）
市域面積　約 1,023 ｋ㎡
平成 29 年度当初予算規模　830 億円

　
県
都
と
し
て
、
高
次
都
市
機
能
の
集
積

や
、
新
山
口
駅
を
は
じ
め
と
し
た
広
域
交

通
結
節
機
能
の
強
化
な
ど
、
県
央
部
の
経

済
活
動
や
求
心
力
を
高
め
る
た
め
、
山
口

都
市
核
・
小
郡
都
市
核
の
互
い
の
個
性
や

特
長
を
生
か
し
た
都
市
空
間
を
形
成
す
る

と
と
も
に
、
両
都
市
核
と
各
地
域
を
広
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
ぐ
「
広
域
県
央
中

核
都
市
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

■ 

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

住みやすいと思う割合 住み続けたいと思う割合

現在の山口市

　
市
内
21
地
域
の
個
性
と
活
力
を
共
に
創

る
取
り
組
み
と
し
て
「
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
市
内
全
地
域
で
地
域
づ
く
り
協
議
会
を

立
ち
上
げ
て
い
た
だ
き
、
地
域
活
動
を
支

援
す
る
「
地
域
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
づ
く
り

活
動
や
防
災
の
拠
点
と
な
る
「
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
は
、
順
次
建
て
替

え
や
機
能
強
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
受
け
入

れ
や
、
定
住
を
促
進
す
る
た
め
の
空
き
家

バ
ン
ク
制
度
の
創
設
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ

地域おこし
協力隊の隊員（南部地域）

基準値
（H23）

現在
（H28）

目標値
（H30）

88.9% 84.8% 95.0%

基準値
（H23）

現在
（H28）

目標値
（H30）

84.3% 83.2% 90.0%

基準値
（H23）

現在
（H27）

目標値
（H30）

196,628 197,422 195,000

人口（国勢調査）

人人 人

地 域 交 流 セ ン
ターに配置した
担当職員

地域づくり交付金を活用
した「土居神楽舞保存会」
の活動（阿東）

▲

ク
シ
ー
や
グ
ル
ー
プ
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の
維
持
な
ど
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

定住コンシェルジュを配置

▲

嘉川地域に導
入 さ れ た コ
ミュニティタ
クシー

▲

建て替わった
陶地域交流センター

▲

▲

▲

湯田温泉観光回遊拠点施設
「狐の足あと」オープン
▲

一の坂川交通交流広場オープン▲

中市町 1 番地区優良
建築物等整備事業への支援

▲

一の坂川の護岸工事
▲

新山口駅北口
駅前広場のイメージ▲

新山口駅南北自由通路の
供用開始

▲

湯田パーキングエリアの
スマートインターチェン
ジのイメージ

▲

新山口駅北地区拠点施設整備のイメージ▲

山口宇部道路
小郡ジャンクションの開通式

▲

東山通り下矢原線の開通式▲

平成 31 年度供用開始予定

平成 32 年度完成予定

平成 29 年度完成予定

山口都市核
行政や文化、教育、商業、観光など、長い歴史の中で積み重ねてきた都市のストックを高める取り組みを進めています。

まちづくりの総合的な指標

移住定住への取り組み農林水産業分野における新規就業者への支援や、地域おこし協力隊の受け入れ、空き家バンク制度の創設等を行っています。

H20→H29

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り
を
振
り
返
る

■ 

広
域
県
央
中
核
都
市
づ
く
り

　

本
市
の
長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
で
あ

る
、
現
在
の
山
口
市
総
合
計
画
は
、
平
成
20
年
度

か
ら
平
成
29
年
度
の
10
年
間
を
計
画
期
間
と
し
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
現
在
の
山
口
市
総
合
計
画

に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
状
況
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

 

企
画
経
営
課 

☎
０
８
３ｰ

９
３
４ｰ

２
７
４
７

問

地域づくり交付金地域が主体的に使い道を決定できる「地域づくり交付金」を創設。21 地域に、地域づくりをサポートする担当職員を新たに配置しました。

地域づくり交付金

移住定住への取り組み

広域ネットワークの強化各地域へのネットワークの機能の強化を図る幹線道路の整備や、都市機能を高める広域交通ネットワーク機能の整備を進めています。

広域ネットワークの強化

山口都市核

現在の山口市

2,000 席の収容能力を有する
多目的ホール、会議室、産業
支援機能、メディカルフィッ
トネス等の施設を検討

小郡都市核
新山口駅や周辺市街地を中心に、県全体の玄関にふさわしい交通結節やアクセス機能の強化を図り、新たな交流や広域的な経済の拠点としての都市機能の形成や都市基盤の整備を進めています。

小郡都市核
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保
育
園
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
整
備
や
、

「
や
ま
ぐ
ち
子
育
て
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
」、

「
や
ま
ぐ
ち
母
子
健
康
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

の
設
置
、
産
科
医
の
確
保
な
ど
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
小
学
校
就
学
前
の
乳

幼
児
医
療
費
の
自
己
負
担
分
の
無
料
化
や
、

非
課
税
世
帯
の
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

の
こ
ど
も
医
療
費
の
自
己
負
担
分
の
無
料
化

な
ど
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
な
負
担
の
軽

減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
教
育
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な

感
性
を
育
む
取
り
組
み
と
し
て
、
山
口
情
報
芸

術
セ
ン
タ
ー
の
メ
デ
ィ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

活
用
や
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
環
境
づ
く
り
と
し
て
、

全
小
中
学
校
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や
電
子

黒
板
の
導
入
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

「
日
本
一 

本
を
読
む
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
、

学
校
図
書
館
や
小
郡
・
秋
穂
・
阿
東
地
域
の

図
書
館
の
整
備
、移
動
図
書
館
の
拡
充
な
ど
、

読
書
環
境
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
小
・
中
学
校
施
設
の
耐
震
化
率
は
、
平
成

27
年
度
に
１
０
０
％
を
達
成
し
、
現
在
、
市

立
小
・
中
学
校
全
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

に
つ
い
て
、
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
に
「
健
康
都
市
宣
言
」
を
行
い
、

元
気
で
い
き
い
き
と
し
た
市
民
総
参
加
の
健

康
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
日
常
的
な
体
力
づ
く
り
を
促
す
た
め
、
運

動
に
取
り
組
ん
だ
市
民
の
割
合
を
競
い
合
う

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
へ
の
参
加
や
、
お
い
で

ま
せ
！
山
口
国
体
・
山
口
大
会
、
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
の
開
催
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
高
齢
者
人
口
の
増
加
に
対
応
し
た

健
康
長
寿
を
支
え
る
環
境
づ
く
り
と
し
て
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
認
知
症
ケ
ア
の

充
実
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
交
流
人
口
の
拡
大
に
向
け
、
世
界
ス
カ
ウ

ト
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
や
湯
田
温
泉
酒
ま
つ
り
等

の
開
催
支
援
を
は
じ
め
、
東
ア
ジ
ア
・
東
南

ア
ジ
ア
か
ら
の
観
光
客
誘
致
の
た
め
の
積
極

的
な
宣
伝
活
動
、
本
市
固
有
の
地
域
資
源
を

生
か
し
た
湯
田
温
泉
の
ブ
ラ
ン
ド
化
等
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
林
水
産
業
従
事
者
の
高
齢
化
や

後
継
者
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
新
規
就
業

者
へ
の
支
援
を
行
い
、
意
欲
あ
る
担
い
手
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
嘉
川
、
佐
山
、
秋
穂

二
島
地
域
の
圃
場
整
備
、
６
次
産
業
化
の
推

進
や
販
路
拡
大
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
市
内
の
消
費
を
喚
起
す
る
取
り
組
み
と
し

て
、
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る
安
心
快

適
住
ま
い
る
助
成
事
業
や
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
の
発
行
等
を
行
い
、
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
成
長
が

見
込
ま
れ
る
医
療
・
医
薬
品
分
野
等
の
企
業

進
出
が
相
次
ぎ
、
市
内
の
産
業
団
地
は
残
り

区
画
が
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

現
在
、
新
た
な
産
業
団
地
の
造
成
に
着
手
し

て
い
ま
す
。

待機児童への対応保育園は 922 人の定員増、放課後児童クラブは 724 人の定員増となっています。

愛児園平川保
育所の開所
▲

放課後児童クラブ「みなみ
第 3 学級（大内南小）」の開所▲

タブレット端末を
使用した授業の様子
▲

チャレンジデーに 5 年連
続エントリーし、今年度
は目標 10 万人を上回る
13 万人が参加

▲

耐震化した
大内小学校

▲

小郡図書館での
おはなし会の様子
▲

YCAM が手がける人気の「コロガル公
園シリーズ」。平成 28 年度「コロガル
ガーデン」の来場者数は延べ 5 万人超

▲

地域包括支援センターを
市内 7 カ所に設置▲

健康都市宣言
▲

ねんりんピックおいで
ませ！山口入場行進

▲

湯田温泉酒まつり▲

おいでませ！山口国体
での水泳競技

世界スカウトジャンボリー▲

▲
インバウンド観光大使
委嘱状交付式▲

農林水産業では 9 年間で
74 人の新規就業者を支援▲

山口テクノパーク（佐山）に進出
したテルモ山口株式会社

▲

　 小野薬品工業株式会社の
▼ 進出協定調印式

企業誘致の推進
平成 17 年 10 月の合併以降、新たな進出・事業所の増強などで計 48社と協定の調印を行い、1,785 名の雇用を創出しました。

安心快適住まいる助成事業では
毎年 3 億円を超える消費喚起

▲

待機児童への対応

企業誘致の推進
達成！

交流人口の増加
基準値

（H20）
現在

（H28）
目標値

（H30）

390 471 500万人 万人 万人

交流人口の増加

　
子
育
て
・
教
育
に
関
す
る
取
り
組
み

　
健
康
・
長
寿
の
ま
ち
の
取
り
組
み

　
交
流
・
経
済
分
野
の
取
り
組
み

まちづくり主なまちづくりの取り組みまちづくり主なまちづくりの取り組み
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（人）

1,672

1,775

平成 30 年 4 月 1 日   
目標 1,683 人

 H22  H23  H24  H25  H26  H27  H28  H29

1,750

1,700

1,650

山口市職員の定員管理状況
達成！

山口市総合計画策定協議会は、平成 28
年 6 月から 5 回開催

いっしょに創る未来懇話会は、平成 28 年
7 月から計 42 回開催し、248 人が参加

　
阿
知
須
地
域
へ
の
消
防
出
張
所
の
新
設
を

は
じ
め
、
市
内
全
域
へ
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政

無
線
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
集
中
豪
雨
へ
の
対
応
の
た
め
、
山

口
市
総
合
浸
水
対
策
計
画
を
策
定
し
、
雨
水

貯
留
施
設
の
整
備
や
、
個
人
住
宅
向
け
の
雨

水
貯
留
タ
ン
ク
・
雨
水
浸
透
ま
す
等
の
設
置

に
対
す
る
補
助
金
の
創
設
の
ほ
か
、
海
岸
高

潮
対
策
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

た
防
犯
灯
の
設
置
や
、
特
殊
詐
欺
等
へ
の
対

応
の
た
め
、消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
新
設
し
、

注
意
喚
起
や
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
や
事
務
改
善
の

取
り
組
み
、
人
件
費
を
は
じ

め
と
す
る
内
部
管
理
経
費
の

削
減
な
ど
を
着
実
に
実
行
し

ま
し
た
。
平
成
22
年
度
以
降

は
、
財
源
不
足
を
補
う
た
め

の
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
に

頼
ら
な
い
当
初
予
算
の
編
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
退
職
者
に
対
す
る

新
規
採
用
の
抑
制
等
に
よ
り
、

職
員
数
の
削
減
を
進
め
、
民

間
化
の
推
進
、
多
様
な
人
材

の
活
用
に
よ
る
事
務
の
効
率

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　消費生活センターによる
▼出前講座の様子

　
現
在
、
本
市
で
は
、
平
成
30
年
度
か
ら

の
次
な
る
10
年
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

う
え
で
の
指
針
と
な
る
「
第
二
次
山
口
市

総
合
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
有
識
者
、
各
種
関

係
団
体
、
市
民
公
募
の
24
人
の
委
員
で
構

成
す
る
「
山
口
市
総
合
計
画
策
定
協
議
会
」

数値によるまちの姿

協働のまちづくり広域県央中核都市づくり

豊かな暮らしと　交流と創造のまち　山口
～これが私のふるさとだ～

　　　豊かな暮らし
　　・多様性
　　・暮らしの質を高める

　　　　　交流
　　　　　　　　・人と人
　　　　　　　　・地域と地域
　　　　　　　　・都市と都市

創造
　　　　・共に創る
　　　　・シビックプライド

ふるさと指標交流人口人口

市
議
会
へ
提
出

第二次山口市総合計画の今後のスケジュール（予定）

H30.3　　　　　 　H30.1　　　H29.11　　　H29.10

や
、
主
に
若
い
世
代
を
中
心
に
参
加
い
た

だ
い
た「
い
っ
し
ょ
に
創
る
未
来
懇
話
会
」、

各
地
域
で
開
催
し
た「
や
ま
ぐ
ち
車
座
ト
ー

ク
21
」
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や

提
案
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

皆
さ
ん
の
意
見
を
踏
ま
え
、
次
の
10
年
間

の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
や
目
指
す
ま
ち

の
姿
で
あ
る
将
来
都
市
像
を
、

「
豊
か
な
暮
ら
し
と　
交
流
と
創
造
の
ま
ち

　
山
口　
～
こ
れ
が
私
の
ふ
る
さ
と
だ
～
」

と
し
、
地
域
社
会
全
体
で
共
に
ま
ち
を
創
っ

て
い
く
た
め
の
共
通
の
目
標
と
し
て
示
し

ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
将
来
都
市
像
の
実
現
に
向
け
、

引
き
続
き
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
み
を
進
め

て
き
た
「
広
域
県
央
中
核
都
市
づ
く
り
」、

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
都
市
政
策
の
柱

に
、将
来
都
市
像
の
目
指
す
姿
と
し
て
「
人

口
」、「
交
流
人
口
」、「
ふ
る
さ
と
指
標
」

の
３
つ
で
ま
ち
づ
く
り
の
達
成
状
況
の
評

価
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
、
素
案
、
最
終
案
と
い
う
段
階
を

経
て
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
等

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
内
容
を
充
実
さ
せ
、

平
成
30
年
３
月
市
議
会
に
お
い
て
、
基
本

構
想
を
提
案
す
る
予
定
で
す
。

素
案

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

最
終
案

地方公共団体の借入金（地
方債）の大きさをその地
方公共団体の財政規模に
対する割合で表したもの
で、数値が低いほどゆと
りがあるとされている

デジタル防災行政無線司令室▲防災行政無線
屋外スピーカー

▲

整備中の長通り雨水幹線（小郡）▼

災害に強いまち「総合浸水対策計画」の策定、ハザードマップの作成、防災の出前講座を行うなどの取り組みを進めています。

上東第 2 公園横の
雨水貯留施設 ( 吉敷 )

▲

増築・増設された
下郷雨水排水ポンプ場（小郡）

▲

▲

基準値
（H23）

現在
（H27）

目標値
（H29）

11.0% 5.7% 12.7%

南消防署阿知須出張所▲

第
二
次
山
口
市
総
合
計
画
策
定
の
取
り
組
み

H30→H39

ま
ち
づ
く
り

次
の
10
年
の
ま
ち
づ
く
り 山口県央連携都市圏域平成 29 年 3 月に周辺 6 市町と連携協約を締結。交流人口の創出につながるプロジェクトを中心に、圏域の 7 市町が相互に連携して取り組みます。

山口県央連携都市圏域

災害に強いまち

実質公債費率達成！

将来都市像

　
市
民
の
安
心
・
安
全
の
取
り
組
み

　
計
画
的
、
効
果
的
な
行
政
経
営

まちづくり主なまちづくりの取り組み

▲

▲

都市政策　2つの柱
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食の遺産

外
郎
の
歴
史
も
わ
か
る

　
大
内
氏
の
時
代
か
ら
親
し
ま
れ
て

い
た
山
口
市
を
代
表
す
る
お
菓
子

「
山
口
外
郎
」
は
、
米
粉
を
使
う
他

の
地
域
の
外
郎
と
違
い
「
ワ
ラ
ビ
粉
」

を
使
用
。
ぷ
る
っ
と
し
た
独
特
の
食

感
と
上
品
で
深
い
味
わ
い
が
特
徴
で

す
。
Ｄ
Ｃ
（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
期
間
中
、
市
内
一

部
の
店
舗
で
、
山
口
外
郎
を
作
る
過

程
の
見
学
や
試
食
、
手
作
り
体
験
な

ど
が
楽
し
め
ま
す
。

　
中
で
も
、
田
原
屋
さ
ん
で
は
外
郎

を
手
作
り
す
る
様
子
が
間
近
で
見
学

で
き
ま
す
。

　

 

「
外
郎
は
蒸
し
た
て
ほ
ど
美
味
し

い
で
す
。
蒸
し
上
が
っ
て
す
ぐ
の
外

郎
と
時
間
の
た
っ
た
外
郎
を
食
べ
比

べ
る
と
違
い
が
分
か
り
ま
す
」
と
田

原
社
長
。
蒸
し
上
が
っ
た
後
の
出
来

立
て
を
試
食
し
、
本
来
の
外
郎
の
味
、

食
感
を
試
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
事
前
予
約
（
8
時
～
15
時
受
け
付

け
）
を
す
れ
ば
、
蒸
し
上
げ
た
も
の

が
提
供
可
能
と
の
こ
と
で
す
。

山口外郎はワラビの根
から数パーセントほど
しかとれない希少なで
んぷんであるワラビ粉
を主に使用します。

できたては
ぷるっとしてい
るんですね

湯気がすごい

入口から美味し
そうな匂いがする

ワラビ粉を使う
ことで食感が長
持ちするんです

外
郎
博
士
に
な
れ
る
か
も
!?

山
口
銘
菓
外
郎
の
工
場
見
学

もちもち
してる～

◆料金　無料
◆所要時間　１時間
◆定員　10 人～ 25 人
問 田原屋（大内御堀 971-1）
☎ 083-922-2368

御堀堂 -外郎の歴史を五感で体感 ! -

室町時代から続く山口外郎
の歴史が「なるほど」とわ
かる体験ができます。また、
期間限定で、蒸し立ての生
外郎を昭和初期の食べ方で
試食できます（7 日前まで
に要予約）。
◆料金　無料
◆所要時間　30 分～ 45 分
◆定員　3 人から（要相談）
問 御堀堂（駅通り一丁目 5-10）☎ 083-902-3880

本多屋 -山口外郎手作り体験 -

材料を混ぜ合わせ、小豆、
栗などをトッピングしてオ
リジナル外郎を作ります。
1 時間後、作りたての自分
だけの味を楽しめます（3
日前までに要予約）。
◆料金　500 円
◆所要時間　15 分～ 30 分
◆定員　3 人～ 7 人
問 本多屋 懐古庵本店（駅通り一丁目 4-5）
　☎ 083-925-1600

デスティネーションキャンペーンが始まりました

歴史が育んだ「遺産」でおもてなし
問 観光交流課 ☎ 083-934-2810

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と

は
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
6
社

と
地
方
自
治
体
、
観
光
事

業
者
等
が
強
力
に
タ
ッ
グ

を
組
ん
で
行
う
大
型
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。
期

間
中
は
、
観
光
客
の
受
け

入
れ
体
制
を
整
備
す
る
な

ど
、
全
国
か
ら
の
観
光
客

誘
致
を
集
中
的
に
図
る
も

の
で
、
9
月
か
ら
12
月
ま

で
、
観
光
事
業
や
飲
食
事

業
の
皆
さ
ん
に
期
間
限
定

の
魅
力
的
な
メ
ニ
ュ
ー
を

打
ち
出
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
普
段
は
な
か
な
か

体
験
で
き
な
い
地
元
の「
遺

産
」
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

こ
の
ま
た
と
な
い
チ
ャ

ン
ス
に
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も

全
国
に
誇
れ
る
山
口
の
魅

力
を
体
験
し
て
み
ら
れ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

本
来
は
そ
の
全
て
を
ご

紹
介
し
た
い
と
こ
ろ
で
す

が
、
今
回
は
そ
の
中
か
ら

４
つ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
山
口
市
観
光
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
（
観
光
大
使
）
が

ご
紹
介
し
ま
す
。

デ
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幕
末
の
浪
漫
が
薫
る
ま
ち
の
遺
産

幕
末
の
未
来
地
図
を
た
ど
る

音の遺産 まちの遺産

15
分
お
き
に
鐘
を
鳴
ら
す
山
口
サ
ビ
エ
ル
記
念
聖
堂
の
中
へ

礼
拝
堂
に
響
く
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
体
験

幕 末 の 都 市 計
画 図 の よ う な
地図ですね

古地図の街路名
と同じ名前が今
も使われている

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
方
に

案
内
し
て
も
ら

い
ま
し
た
！

江戸時代に植えられたカイズカイブキ。不思議な形ね

ス テ ン ド グ
ラ ス が 綺 麗

期 間 中 は 特 別
に 弾 か せ て も
らえます

色々なところから
音が聞こえるね

文
久
３
年
頃
作
ら　

れ
た
「
山
口
町
村
図
」

▲

左は平成３年に焼失す
る前の聖堂。新しくなっ
た聖堂もすてきでした。
ぜひこの機会に行って
みませんか。

田園ウオーク
田園風景に赤瓦の町並みが続く
阿東地域は、かつて石州街道が
縦断し多くの旅人が行き交って
いました。帰路は JR 山口線で
出発地点に帰ります。
◆日時　9 月～ 12 月の第 2･4

土曜（1 週間前までに要予約）
◆所要時間　2 時間 30 分
問 NPO あとう
　 ☎ 083-956-2526

明治維新と小郡
幕末期に山口の玄関口として軍事上重
要な場所となった小郡。旧街道を歩き
ながら明治維新関連地などを巡ります。
◆日時　9 月～ 3 月の第 1 水曜（1 月

は除く）・第 3 土曜（2 週間前までに
要予約）。その他の日も 2 週間前まで
の予約で対応可。

◆所要時間　2 時間
問 おごおり地域づくり協議会
　☎ 083-976-8588

大村家の足跡
幕末維新の先覚者大村益次郎の誕生
地で、明治初期に作られた古地図を
片手に大村家の足跡を訪ねます。
◆日時　9 月～ 3 月の第４土・日（1

週間前までに要予約）。その他の
日も 2 週間前までの予約で対応
可。

◆所要時間　2 時間
問 鋳銭司郷土館
　 ☎ 083-986-2368

御
茶
屋
橋

正福寺

過
去
と
現
在
を
旅
し
て
み
る

　
山
口
は
室
町
時
代
、
西
国
一
の

栄
華
を
誇
っ
た
大
内
氏
が
拠
点

と
し
た
ま
ち
。
江
戸
時
代
を
迎

え
、
毛
利
氏
が
築
城
し
た
の
は
萩

で
し
た
が
、
幕
末
の
文
久
３
年

（
１
８
６
３
）、
関
門
海
峡
で
の
攘

夷
戦
実
行
を
前
に
、
藩
主
は
藩
政

の
中
心
地
を
萩
か
ら
山
口
へ
と
移

し
ま
す
。
そ
の
後
、
長
州
は
相
次

ぐ
苦
難
に
見
舞
わ
れ
ま
す
が
、
や

が
て
幕
長
戦
争
で
実
質
的
な
勝
利

へ
。
そ
う
し
た
中
で
、
山
口
は
坂

本
龍
馬
ら
諸
国
の
志
士
が
訪
れ
て

密
議
を
こ
ら
し
た
、
明
治
維
新
策

源
地
と
な
り
ま
し
た
。

　

幕
末
の
山
口
の
古
地
図
か
ら

は
、
長
州
が
攘
夷
戦
実
行
と
い
う

決
意
の
中
で
計
画
し
た
新
し
い
都

市
づ
く
り
が
見
え
て
き
ま
す
。
期

間
中
は
、
文
久
３
年
頃
の
地
図
を

使
っ
て
ま
ち
歩
き
を
し
ま
す
。
往

時
の
山
口
の
未
来
図
を
見
な
が

ら
、
志
士
た
ち
の
足
跡
を
た
ど
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時　

9
月
～
12
月
第
１・
４

土
曜
13
時
か
ら
（
そ
の
他
の
日

時
も
応
相
談
。
１
週
間
前
ま
で

に
要
予
約
）

◆
所
要
時
間　
３
時
間

問
山
口
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
の
会
☎
０
８
３
‐
９
２
８

‐
２
０
０
０

耳
を
澄
ま
し
て
神
聖
な
気
分
に

　
旧
記
念
聖
堂
は
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ

ビ
エ
ル
が
山
口
を
訪
れ
て
か
ら
４
０
０
年

を
記
念
し
て
昭
和
27
年
に
建
て
ら
れ
ま
し

た
が
、
平
成
3
年
に
焼
失
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
募
金
活
動
な
ど
が
行
わ

れ
、
平
成
10
年
に
新
し
い
記
念
聖
堂
が
完

成
し
ま
し
た
。
高
さ
は
、
十
字
架
と
鐘
を

含
め
る
と
な
ん
と
53
メ
ー
ト
ル
。
礼
拝
堂

内
部
に
は
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
施
さ
れ
、

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

8
時
か
ら
18
時
ま
で
、
15
分
お
き
に
時
を

告
げ
る
鐘
を
市
内
に
響
か
せ
て
い
ま
す
。

　
Ｄ
Ｃ
期
間
中
は
、
通
常
は
入
る
こ
と
が

で
き
な
い
礼
拝
堂
の
ら
せ
ん
階
段
上
に
あ

る
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
間
近
で
見
て
聞
い

て
演
奏
で
き
ま
す
。
ク
イ
ズ
に
答
え
る
と

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
演
奏
Ｃ
Ｄ
が
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
ま
す
。
そ
の
他
、
聖
堂
内
外
の
無

料
ガ
イ
ド
も
こ
の
機
会
に
体
験
し
た
い
も

の
で
す
。（
要
予
約
。最
小
催
行
2
人
以
上
）。

五
大
陸
に
一
つ
ず
つ
し
か
な
い
平
和
の
鐘

も
ぜ
ひ
鳴
ら
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◆
期
間　
9
月
1
日
（
金
） 

～
12
月
16
日

（
土
）、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
体
験
は
原
則

土
曜
15
時
～
16
時

◆
料
金　
無
料（
聖
堂
内
要
寄
付
）／
1
階

記
念
館
の
展
示
見
学
は
入
館
料
必
要（
大

人
３
０
０
円
、
小
学
生
以
下
２
０
０
円
）

◆
定
員　
約
30
人

問
1
週
間
前
ま
で
に
、
山
口
サ
ビ
エ
ル
記

念
聖
堂
（
亀
山
町
４
‐
１
）
☎
０
８
３

‐
９
２
０
‐
１
５
４
９

昭和初期の御茶屋橋
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ま
る
で
博
物
館

幕
末・明
治
維
新
が
ま
る
ご
と
わ
か
る
洞
春
寺

時の遺産

全国ＳＬサミット in やまぐち

全国の SL とその沿線の魅力を全国
に発信します。詳細は市報 10 月
15 日号でご紹介します。
◆期日　11 月 23 日（木・祝 ）～

26 日（日）
◆会場　市内各所
問 観光交流課☎ 083-934-2810

ＳＬギャラリー 2017

客室のディスプレイやジオラマ、
山口線への D51 復活の舞台裏映像
等を展示しています。入場無料。
◆期日　9 月 29 日（金）まで
◆会場　狐の足あと（湯田温泉二

丁目 1-3）
問 観光交流課☎ 083-934-2810

DC に関連するその他のお知らせ

テレビ番組「やまぐちしま専科」

外郎の手作り体験や檜皮葺のコース
ター作り、サビエル記念聖堂のパイ
プオルガン体験などをご紹介します。
◆放送期日　9 月の毎週水曜
◆放送時間　9 時 55 分から 4 分間
◆放送局　　山口朝日放送
問 広報広聴課☎ 083-934-2753

通称「マル住職」
にも会えた。京
都で 3 年間修行
したとか

敷地内には井上馨や鮎川義介らの分墓もあ
り、明治維新を広く学ぶことができる。

鴻 城 隊 に よ る
刀 傷 が い た る
所に！

室町時代から明治時
代まで山口の歴史が
詰まった正宗山 洞春
寺にやってきました

井上馨の位牌
を見せて頂き
ました

偉
人
達
が
語
り
か
け
て
く
る

　
洞
春
寺
は
、
毛
利
元
就
の
菩
提
寺
で
あ

り
、
井
上
馨
が
率
い
た
鴻
城
隊
の
屯
所
や

毛
利
敬
親
の
仮
寓
所
な
ど
明
治
維
新
の
舞

台
と
も
な
っ
た
寺
院
で
す
。

　
重
要
文
化
財
の
山
門
、
観
音
堂
の
ほ
か
、

井
上
馨
の
墓
や
鴻
城
隊
の
刀
傷
な
ど
が
見

学
で
き
、
座
禅
体
験
も
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
Ｄ
Ｃ
期
間
中
に
限
り
、
毛
利
輝

元
ゆ
か
り
の
書
や
伊
藤
博
文
公
の
扁
額
、

大
河
ド
ラ
マ
に
も
登
場
し
た
毛
利
敬
親
公

室
の
位
牌
な
ど
普
段
目
に
す
る
こ
と
の
な

い
も
の
を
、
住
職
に
よ
る
解
説
と
と
も
に

観
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
3
日
前

ま
で
に
要
予
約
）

◆
時
間　
９
時
か
ら
17
時

◆
料
金　
５
０
０
円

◆
所
要
時
間　
１
時
間

◆
定
員　
50
人
（
最
少
催
行
人
員
2
人
）

問
洞
春
寺
（
水
の
上
町
５
‐
27
）

　
☎
０
８
３
‐
９
２
２
‐
１
０
２
８

平成 25 年の豪雨災害後、初め
て阿東地域を駆け抜ける SL に
阿東地域の方々が手を振ってい
る様子（平成 26 年 8 月撮影）

表
紙
の
写
真

か
け
が
え
の
な
い
遺
産
「
Ｓ
Ｌ
」

　

全
国
的
に
Ｓ
Ｌ
の
運
行
が
廃
止
さ

れ
る
中
、
本
市
で
Ｓ
Ｌ
が
復
活
し
た
の

は
昭
和
54
年
8
月
1
日
。
以
来
、
新

山
口
駅
で
は
Ｓ
Ｌ
の
復
活
イ
ベ
ン
ト

が
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
表

紙
の
写
真
は
、
今
年
の
復
活
イ
ベ
ン

ト
で
昭
和
レ
ト
ロ
な
衣
装
を
着
た
お

ご
お
り
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
皆
さ

ん
が
、
観
光
客
を
乗
せ
た
Ｓ
Ｌ
に
向

か
っ
て
手
を
振
っ
て
い
る
様
子
で
す
。

こ
の
よ
う
に
沿
線
地
域
で
は
Ｓ
Ｌ
の

レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
る
お

も
て
な
し
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
本
市
に
は
観
光
資
源
と
し
て
、
そ
し

て
産
業
遺
産
と
し
て
Ｓ
Ｌ「
や
ま
ぐ
ち
」

号
が
古
く
か
ら
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
誇
り
に
思
い
た
い
で
す
。
観
光
客
を

乗
せ
た
Ｓ
Ｌ
を
見
か
け
た
ら
「
よ
う
お

い
で
ま
し
た
」と
手
を
振
り
ま
せ
ん
か
。

問
観
光
交
流
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
８
１
０

［時 間］　18 時 30 分～ 21 時
［場 所］　香山公園（香山町７- １）

約 1000 個のキャンドルが香山公園で幻想的な風景を演出します。
心地よい秋の夜風に吹かれながら、ゆらめく灯りをお楽しみください。
■ 問い合わせ（総合）…大路ロビー ☎ 083 ｰ 920 ｰ 9220
■ 問い合わせ（当日）…香山公園前観光案内所 ☎ 083 ｰ 934 ｰ 6630

スージー＆ポルシェフレンドが奏で
るボサノバの歌と演奏です。

［時間］
第 1 部 … 19 時 30 分～ 20 時
第 2 部 … 20 時 30 分～ 21 時

［場所］　満月の庭（雨天時本堂）

　

9/3（日）
山口ゆらめき回廊山口ゆらめき回廊

満月の庭のコンサート

9/10（日） 9/17（日）

ゆかた de ゆらめき 瑠璃『KOU( 光・香 )』
インスタレーション

ゆかたを着て、灯りの中を散策しま
せんか。着付けをします。

［時間］　17 時～ 21 時
　　　　（受付 20 時３０分まで）

［場所］　枕流亭
［対象］　女性先着 30 人
［料金］　浴衣レンタル 2,000 円
　　　　持ち込みの場合は 500 円

（有）ひわだやが贈る灯りと香り
のインスタレーションです。

［時間］　18 時 30 分～ 21 時
［場所］　五重塔周辺

山口の能と狂言について
～山口鷺流狂言

保存会公演「千鳥」～
ゆらめきの灯り茶会

ジェルキャンドル
を作ろう

涼しげなかわいいオリジナルキャ
ンドルを作りませんか。

［時間］　17 時から、17 時 40 分か
ら、18 時 20 分から、19 時から

［場所］　枕流亭
［定員］　各回先着 8 人
［料金］　1 作品 500 円

茶道裏千家淡交会山口青年部がお
もてなしします。

［時間］　17 時 30 分～ 21 時
　　　　（受付２０時まで）

［場所］　露山堂周辺（雨天時松籟亭）
［料金］　１席 500 円

鑑賞無料です！屋外特設舞台で上演
します。

［時間］　19 時～ 20 時
［場所］　満月の庭（雨天時本堂）

9/3
（日）

9/3
（日）

9/3
（日）

9/10
（日）

9/17
（日）9/10

（日）

ボランティア募集
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　◆期日　9月3日、10日、17日　◆内容・時間　全体活動…17時～21時30分、キャンドルの設置・点灯…17時～18時30分、
消灯…20 時 30 分～ 21 時 30 分　◆対象　個人・グループいずれも可（中学生以下は保護者同伴）

　◆申し込み・問い合わせ　希望日の前日 17 時までに、電話・FAX・E メールのいずれかで、氏名・電話番号・〒住所・
参加日時・参加人数・年齢を、大路ロビーへ　☎ 083-920-9220 　 083-920-9221 　 info@ojilobby.jp
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ま
た
、
８

月
２
日
か
ら

５
日
間
、
本

市
の
青
少
年

交
流
訪
問
団

が
、
済
南
市

を
訪
問
し
ま

し
た
。

　
訪
問
団
は

市
内
の
中
学

生
３
人
、
小
学
生
１
人
、
随
行
者
３
人
の

７
人
で
す
。
現
地
の
児
童
ら
と
ロ
ボ
ッ
ト
・

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
通
じ
た
交
流
や
一
般

家
庭
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
体
験
を
行
い

ま
し
た
。

　

 

国
際
交
流
室

　

 

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
２
５

　
７
月
18
日
、
角
一
化
成
株
式
会
社
（
本

社
大
阪
市
）
が
、
鋳
銭
司
団
地
に
あ
る
事

業
所
の
増
設
を
決
定
し
、
山
口
総
合
支
所

で
本
市
と
事
業
所
増
設
に
係
る
協
定
調
印

式
を
行
い
ま
し
た
。

　
調
印
に
当
た
っ
て
、
小
島
孝
彦
社
長
は

「
山
口
市
に
進
出
を
決
定
し
て
、
わ
ず
か
２

年
と
い
う
短
い
期
間
で
、
増
設
す
る
こ
と

に
な
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
引
き
続
き
、

市
の
経
済
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り

た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

 

産
業
立
地
推
進
室

　
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
１
３

　

７
月
１
日
、

宮
野
駅
が
開
業

１
０
０
周
年
を
迎

え
た
こ
と
に
伴

い
、
Ｊ
Ｒ
宮
野
駅

で
記
念
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
ま
し

た
。
会
場
に
は
、

お
よ
そ
３
０
０
人
の
方
々
が
訪
れ
、
Ｓ
Ｌ

カ
ー
と
一
緒
に
写
真
を
撮
っ
た
り
、
県
立

大
学
生
に
よ
る
着
物
喫
茶
や
、
も
ち
ま
き

を
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

 

宮
野
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　

 

☎
０
８
３
‐
９
２
８
‐
０
２
５
０

　

７
月
７
日
、

本
市
と
厚
生
労

働
省
山
口
労
働

局
は
、
総
合
的
、

効
果
的
か
つ
一

体
的
に
就
業
支

援
の
強
化
を
図

る
た
め
、「
山

口
市
雇
用
対
策

ウェブサイト
でも公開中

協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
金
刺
義
行
局
長
は
「
こ
の
協
定
で
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
連
携
を
強
化
し
、
地
域
の
課
題

に
対
応
し
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

▼
協
定
に
基
づ
く
平
成
29
年
度
の
連
携
事
業

（
予
定
）
…
若
者
の
雇
用
対
策
／
女
性
の
雇

用
対
策
／
高
年
齢
者
の
雇
用
対
策
／
障
が
い

者
の
雇
用
対
策
／
生
活
保
護
受
給
者
等
の
雇

用
対
策
／
誘
致
企
業
等
お
よ
び
人
材
不
足
分

野
の
人
材
確
保
対
策

　
 

ふ
る
さ
と
産
業
振
興
課

　

 
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
１
９

　
７
月
11
日
、
東
南
ア
ジ
ア
青
少
年
訪
問

団
の
出
発
式
を
、
山
口
総
合
支
所
で
行
い

ま
し
た
。

　

訪
問
団
は

市
内
の
高
校

生
１
人
、
中

学
生
７
人
で

構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。リ
ー

ダ
ー
の
安
田

早
希
さ
ん（
山

口
高
等
学
校

１
年
）
は
「
多

文
化
の
国
で

山
口
市
雇
用
対
策
協
定
を

締
結
し
ま
し
た

角
一
化
成
株
式
会
社
が
事
業
所

の
増
設
を
決
定
し
ま
し
た

宮
野
駅
開
業
１
０
０
周
年
記
念

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た

問

問

い
ろ
ん
な
宗
教
の
方
々
が
共
存
し
て
い
る
。

ど
う
や
っ
て
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
る
の
か

見
て
み
た
い
」
と
今
回
の
訪
問
に
当
た
っ

て
の
目
標
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
訪
問
団
は
、
７
月
23
日
か
ら
５
泊
６
日

で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
マ
レ
ー
シ
ア
の
学

校
や
日
系
企
業
等
を
訪
問
し
、
現
地
の
人

た
ち
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

 

国
際
交
流
室

　

 

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
２
５

　

７
月
12
日

か
ら
５
日
間
、

本
市
の
友
好

都
市
で
あ
る

中
国
・
山
東

省
済
南
市
の

青
少
年
交
流

訪
問
団
10
人

が
本
市
に
来

ら
れ
ま
し
た
。

　

訪
問
団
は

小
学
３
年
か

ら
中
学
２
年
ま
で
の
７
人
と
随
行
者
３
人

で
す
。
大
殿
小
学
校
で
歌
や
楽
器
演
奏
、

ロ
ボ
ッ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
で
６

年
生
約
１
０
０
人
と
交
流
さ
れ
た
の
を
は

じ
め
、
市
内
で
着
物
の
着
付
け
、
麦
わ
ら

を
使
っ
た
工
作
な
ど
を
体
験
す
る
な
ど
、

お
互
い
の
文
化
や
生
活
習
慣
を
通
し
て
友

好
を
深
め
ま
し
た
。

　
７
月
５
日
未
明
に
福
岡
県
、
大
分
県
を
中

心
に
記
録
的
な
大
雨
と
な
り
、
土
砂
災
害
や

河
川
の
氾
濫
等
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
消
防
庁
長
官
か
ら
山
口
県

を
通
じ
て
出
動
の
要
請
が
あ
り
、
本
市
消
防

本
部
か
ら
も
緊
急
消
防
援
助
隊
の
災
害
派
遣

を
行
い
ま
し
た
。

　
派
遣
隊
の
村
田
和
成
救
助
隊
長
は
「
流
木

が
至
る
所
に
堆
積
し
た
状
態
で
、
活
動
は
困

難
を
極
め
た
。
被
害
が
広
範
囲
に
渡
っ
て
い

た
た
め
、
自
衛
隊
な
ど
と
連
携
を
と
り
、
人

海
戦
術
で
安
否
確
認
な
ど
を
行
っ
て
い
っ

た
。
今
後
も
こ
の
経
験
を
人
命
救
助
に
生
か

し
て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

 

救
急
救
助
課

　

 

☎
０
８
３
‐
９
３
２
‐
２
６
０
４

東
南
ア
ジ
ア
青
少
年
訪
問
団
の

出
発
式
を
行
い
ま
し
た

平
成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨

へ
災
害
派
遣
を
行
い
ま
し
た

列車を迎えるこども駅長ら協定書を持つ市長と金刺局長（右）

友
好
都
市
の
済さ

い

南な
ん

市
と

相
互
交
流
を
行
い
ま
し
た

出発式の記念撮影

問

済南市訪問団の記念撮影

済南市での交流の様子

問問

項目 内　容
派遣隊数  5 隊（救助隊・消火隊 2 隊・救急隊・後方支援隊）

派遣人員  20 人（延べ 142 人）

派遣車両  7 台

派遣先  福岡県朝倉郡東峰村、朝倉市

活動期間  7 月 6 日～ 7 月 24 日（19 日間）

主な活動

• 朝倉郡東峰村にて孤立集落の現場状況確認および
安否確認（小石原・桑鶴・蔵貫・竹地区等）

• 朝倉市にて孤立集落の安否確認および行方不明者
の捜索活動（星丸・岩屋・大山・松末・古賀地区等）東峰村での被害の様子

朝倉市での捜索活動の様子

問

山
口
七
夕
ち
ょ
う
ち
ん
祭
り

8
月
6
日
・
7
日

わ
が
ま
ち
も
、
と
な
り
ま
ち
も
、
ぐ
る
っ
と
再
発
見
！

■期日　10 月 1 日（日）～ 11 月 26 日（日）※一部別日
【第 27 回 UBE ビエンナーレ】（ときわ公園内）
世界で最も歴史のある野外彫刻の国際コンクール

【まちなかアートフェスタ】（中心市街地）
まちなかで繰り広げるアートイベント

【うべの里アートフェスタ】
北部地域 6 地区で繰り広げるアートイベント

【宇部市芸術祭】（文化会館ほか・8 月～ 12 月）
市民の文化活動の発表・観賞の場
問 宇部市広報・シティセールス課☎ 0836-34-8156

県下 20 蔵が湯田温泉に集結します。
会場では利き酒チケット（前売）とおちょ
こを交換、各蔵自慢の日本酒の飲み比
べを楽しめます。当日はお酒だけでな
く、湯田温泉の飲食店を中心に出店さ
れたグルメブースも充実しています。
■日時　10 月８日（日）11 時～ 17 時
※雨天決行（台風などの荒天は中止）
■チケット代　前売り 1,500 円、当日
　2,000 円
※参加酒蔵・協力酒店・飲食店・狐の
　足あと・イープラスで販売中。
■場所　湯田温泉・井上公園を中心に

その周辺会場
問 湯田温泉酒まつり実行委員会☎ 083-   

966-0045

防府市からは
ふるさとの匠たち第 10 回 腕前探訪

工芸作品から生活に密着した職人技、みご
とな手仕事が大集合。県内外で活躍する総
勢 29 人の匠たちに会える 4 日間。
■日時　9 月 15 日（金）～ 18 日（月・祝）

10 時～ 16 時（最終日は 15 時 30 分）
■場所　防府市地域交流センター（アスピ

ラート）防府市戎町一丁目 1-28
■入場料　無料　　　　
問 防府市文化振興財団（アスピラート）☎ 0835-26-5151

府
防

部
宇

山口市からは
湯田温泉酒まつり 口

山
ぐるっと

再発見
！

宇部市からは
UBE ビエンナーレ×まちじゅうアートフェスタ 2017

飲
み
た
い
銘
柄
の
テ

ン
ト
に
行
く
と
、
ス

タ
ッ
フ
が
お
ち
ょ

こ
に
お
酒
を
注
い

で
く
れ
る
。

▼



16市報やまぐち　2017 年（平成 29年）9月 1日号17 市報やまぐち　2017 年（平成 29年）9月 1日号

カップリングしない婚活サークル
今どきの花嫁、花婿修行道場プロジェクト

結婚生活支援協会事業主体

目標金額 274,000 円

新山口駅前広場に
賑わい創出プロジェクト

株式会社グリーンヒル・アトー事業主体

目標金額 700,000 円

小規模保育施設「もりもり保育園」
立ち上げプロジェクト

一般社団法人美杜里事業主体

目標金額 698,000 円

ゆだを明るくするプロジェクト

ゆだを明るくする会 事業主体

目標金額 1,000,000 円

「二の宮の石風呂」復活プロジェクト

一般財団法人山口観光
コンベンション協会徳地支部 事業主体

目標金額 270,000 円

「ぶち山口市」
ローカル情報配信プロジェクト

株式会社ＤＥＲＥＳＩ 事業主体

目標金額 1,500,000 円

② 山口市ふるさと創生
　 推進事業補助金

アプリケーションおよびウェブサイト「ぶち山口
市」を構築し、本市内外の人々へ市内のお店や企業、
観光・イベント情報を発信。同時に発行する地域

情 報 BOOK
「 維 新 150
年 BOOK」
と連動させ、
PR すること
で利用促進
を図る。

「
山
口
市
ふ
る
さ
と
創
生
推
進
事
業
補

助
金
」
で
は
、
地
域
の
活
性
化
や

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
に

よ
り
、
ふ
る
さ
と
創
生
へ
と
つ
な
が
る
新

た
な
事
業
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
組
み

入
れ
た
寄
付
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
よ
り
集
ま
っ
た
寄
付
金
を
基
準
に
、

応
援
補
助
金
と
し
て
事
業
者
に
交
付
し
、

本
市
の
ふ
る
さ
と
創
生
に
向
け
た
事
業
活

動
に
活
用
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
を
は

じ
め
、
事
業
に
共
感
さ
れ
た
方
々
に
よ
る

寄
付
で
、
本
市
に
活
力
を
生
み
出
す
仕
組

み
で
す
。

　
昨
年
度
に
続
き
、
今
年
度
は
６
つ
の
事

業
を
「
山
口
市
ふ
る
さ
と
創
生
推
進
事
業
」

と
し
て
認
定
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん

も
寄
付
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で

山
口
市
の
ふ
る
さ
と
創
生
を
応
援
し
ま
せ

ん
か
。

結婚生活で必要とな
る知識やスキルを学
ぶ講座やオフ会・交
流会を開催すること
で、ゆっくり時間を
かけて、お互いを知
り合う婚活サークル。
本市の婚姻率アップ、
少子化抑制の貢献を
図る。

湯田温泉のほろよいエリ
アに「湯田モダン」を取
り入れた統一的なデザイ
ン の 提 灯 を 2,500 個 設
置。安全・安心な街とす
るとともに、経済効果の
高い夜の街歩きを促進
し、湯田温泉の活性化を
図る。

嘉川地域に保育園を開設
する。0 ～ 2 歳児対象に、
ナチュラルな子育て（おむ
つなし育児等）や自然と触
れあう保育を行う。地元企
業との連携も図り、潜在保
育士の雇用創出、子育て世
代の就労支援等で地域に
貢献する小規模保育施設
の立ち上げを目指す。

「二の宮の石風呂」を復
活させ、地域の人々によ
る「おもてなし」や徳地
にある店舗、施設を巡る
スタンプラリーを実施。
歴史や文化、特産物など、
徳地の魅力を発信するこ
とで、交流人口を拡大し、
地域の活性化を図る。

新山口駅北口駅前広
場にてカフェをオー
プン。オリジナルア
イスを作る体験イベ
ントや山口の植物を
植えるワークショッ
プ、地産地消コラボ

メニューの総選挙などさまざまなイベントを開催
することで、カフェだけでなく、駅空間に賑わい
を創出し、交流人口、滞留人口の増加を図る。

パソコンやスマホで特設サイトへアクセス

応援したい事業を選択

寄付額を選択し、「寄付を申し込む」をクリック

ログイン後、クレジットカード情報等を入力

特設サイト「KAIKA ふるさと納税」にアクセス
http://www.yamaguchi-city.kaika-cf.jp/

▼

▼

▼
「KAIKA」への会員登録が必要です。※給与所得のみ等、確定申告を行う必要がない方は、簡単

な手続きで納税の控除を受けることができる「ワンスト
ップ特例制度」が利用できます。

※インターネット環境がない場合やクレジットカードをお
持ちでない場合は、現金や振り込みでの応援も可能です。
詳細は創生推進課までご連絡ください。

寄付のしくみ 寄付の方法

　　① 寄付
 （ふるさと納税）

④ 確定申告

⑤ 所得税からの還付

⑤ 翌年度分の
　 住民税の減額

山口市

募集期間は 9 月 29 日（金）までです。

③ 情報提供

創生推進課 ☎ 083-934-2728

ふるさと納税で
山口市
応援しませんか

寄付型クラウドファンディング

寄付をした方

事業者

税務署

寄付のしくみ 寄付の方法

寄付型クラウドファンディング
クラウドファンディングとは、不特定
多数の人がインターネット経由で事業
提案者に財源の提供や協力などを行う
ことで、投資型、購入型、寄付型の３
種類がある。このうち寄付型は、資金
提供者が事業提案者に対して寄付とし
て資金を提供するものをいう。

http://www.yamaguchi-city.kaika-cf.jp/
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を元気にする取り組みを
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古紙類の分別収集に出しましょう。
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「市報やまぐち」
はアプリでも配
信しています。

開催中のイベント

９月 月10

幕
末
維
新
や
ま
ぐ
ち
Ｄ
Ｃ

山口ゆらめき回廊［大殿］大路
ロビー ☎ 083-920-9220

9/3（日）、10（日）、17（日）

市民体育大会 ［吉敷、大内］ス
ポ ー ツ 交 流 課 ☎ 083-934-
2874

9/10（日）

ふしの川漁協まつり［平川］
椹野川漁業協同組合 ☎ 083-
922-3537

あいおえび狩り世界選手権大会
［秋穂］山口観光コンベンショ
ン協会 ☎ 083-933-0088

9/3（日）
ぐるっと山口「道の駅」特産
市［仁保］農林政策課 ☎ 083-
934-2816

9/16（土）

ＪＢＣＦ維新やまぐちクリテウ
ム、ポタリング、パレードラン

［大殿、白石］スポーツ交流課 
☎ 083-934-2912

9/17（日）

新山口ゆめフェスタ［小郡］実
行委員会 ☎ 083-973-4274

10/1（日）まで
特別企画展「詩が生まれた場所
へ－中也の見た風景」［湯田］中
原中也記念館 ☎ 083-932-6430

10/8（日）
アートふる山口［大殿］実行委員
会 ☎ 083-920-9220

10/7（土）
道の駅「長門峡」20 周年祭［阿東］
道の駅長門峡 ☎ 083-955-0777

菜香亭市民ギャラリー［大殿］
山 口 市 菜 香 亭 ☎ 083-934-
3312

9/6（水）～ 11（月）

9/13（水）～ 24（日）
開 館 25 周 年 記 念 事 業「 新
村 則 人 デ ザ イ ン 展 」［ 白 石 ］
Ｃ・Ｓ赤れんが ☎ 083-928-
6666

きららノルディックウオーキング
フォーラム［阿知須］阿知須地域
交流センター ☎ 0836-65-2022

9/24（日）

  

ま
だ
ま
だ
暑
さ
が
残
る
日
は
あ
る
も

の
の
、
少
し
ず
つ
秋
の
気
配
が
感
じ
ら

れ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
本
年
９
月
か
ら
４
カ
月
間
、

本
県
で
は
Ｊ
Ｒ
と
共
同
に
よ
る
大
型
観

光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
幕
末
維
新
や
ま
ぐ

ち
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
（
略
称
「
山
口
Ｄ
Ｃ
」）」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　
期
間
中
、
市
内
の
各
施
設
で
は
、
工

夫
を
凝
ら
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
用

意
し
、
食
事
や
温
泉
な
ど
の
多
彩
な
魅

力
と
と
も
に
、
観
光
客
の
皆
様
に
山
口

市
を
堪
能
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
山
口

線
で
は
Ｄ
51
型

蒸
気
機
関
車
が

44
年
ぶ
り
に
復

活
を
し
ま
す
。

「
デ
ゴ
イ
チ
」
の

愛
称
で
知
ら
れ

る
往
年
の
名
車

が
、
整
備
の
進
む
新
山
口
駅
を
出
発
し
、

災
害
復
興
を
遂
げ
た
阿
東
地
域
を
力
強

く
か
け
抜
け
る
姿
を
見
る
の
は
、
期
間

中
の
私
の
楽
し
み
の
一
つ
で
も
あ
り
ま

す
。

　
山
口
を
大
好
き
（
Ｄ
）
に
な
っ
て
も

ら
え
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
（
Ｃ
）
で
も

あ
る
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。
来
年
の
明

治
維
新
１
５
０
年
に
再
び
山
口
を
訪
れ

て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

心
の
通
っ
た
お
も
て
な
し
で
観
光
客
の

皆
様
を
お
迎
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
口
市
長

トライあしたへ

スポーツの秋、食欲の秋の両方を満たしてくれ
るのが阿東地域です。十種ヶ峰 WoodPark で
はマウンテンバイクや小さなお子さんでも乗る
ことができるストライダーなどを貸し出してい
ます。スキー場も併設しているので、ゲレンデ
で親子一緒に遊んでみませんか？地面が柔らか
いので転んでも痛くないですよ。少し乗れるよ
うになったらなだらかな斜面がある林間コース
に親子でデビューしてみましょう。阿東地域内
にはリンゴ園や梨園もありますし、それらと絡
めてピクニックに来てもいいですね。

十種ヶ峰 WoodPark ☎ 083-958-0809

十種ヶ峰で秋を満喫【阿東】

問

ストライダーとはペダルの
ない自転車。サマーシーズン
レンタル料は 1 日 100 円。

▲


